
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

(資料)ユーロ資料等より作成。 

ユーロ圏経済の景況を「購買担当者指数」で見ると、2021 年後半にオミクロン株の感染

拡大やサプライチェーン問題、さらには原油エネルギー価格の高騰等で徐々に水準を切り

下げてきた。加えて、年明け以降は、ロシアのウクライナ侵攻による経済制裁等の影響が

加わり、一段と弱含む傾向にある。とくに、エネルギー需要でロシア依存が高いドイツの

経済社会活動に大きな影響を与えている。ウクライナ情勢は引続き不安定な動向にあり、

ユーロ圏経済も不透明な動きが続く。ユーロ経済と中国経済は密接な関係があり、中国の

対ロシア姿勢によっては両地域間の関係にも影響をあたえることになる。 

ユーロ圏経済:鈍化 
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